
第
１
分
科
会 

教
育
課
程
に
関
す
る
課
題 

 

指
導
助
言
者 

川
口 

陽 

中
津
教
育
事
務
所 

次
長
兼
指
導
課
長 

德
本 

修 

 

豊
後
高
田
市
立
香
々
地
小
学
校 

校
長 

  

提
言
テ
ー
マ
１ 

９
か
年
を
通
し
た
「
学
習
者
主
体
の
学
び
」
を
具

現
化
す
る
教
育
課
程
を
目
指
し
て
～
ビ
ジ
ョ
ン
の

共
有
化
と
連
携
・
協
働
の
推
進
役
と
し
て
の
教
頭
の

関
わ
り
方
～ 

 

提
言
者 

柏
本 

啓
太 

 

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
立
宮
小
学
校 

 

（
１
）
実
践
例 

① 

学
習
者
主
体
の
学
び
に
関
す
る
理
論
研
究 

② 

本
研
究
に
お
け
る
教
頭
の
役
割
の
明
確
化 

③ 

日
常
的
な
連
携
・
協
働
体
制
の
確
立
に
向
け

た
環
境
整
備 

・
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
に
よ
る
日
常
的
な
情
報
共
有 

④ 

学
習
者
主
体
の
学
び
に
関
す
る
提
案 

・
担
当
校
に
よ
る
提
案
授
業
（
全
学
級
実
施
） 

⑤ 

小
学
校
間
の
合
同
研
修
会
の
実
施 

・
複
式
学
級
に
よ
る
実
践 

・
大
学
講
師
、
校
長
に
よ
る
講
和 

・
非
認
知
能
力
の
育
成
に
向
け
た
実
践 

⑥ 

学
習
者
主
体
の
学
び
に
関
す
る
評
価
の
提

案 ・「
Ｓ
ｃ
ｔ
ｎ
質
問
紙
」
に
よ
る
評
価 

（
２
）
成
果
と
課
題 

○
学
校
間
の
連
携
・
協
働
を
円
滑
に
す
る
環
境
を

整
え
た
こ
と
で
、
日
常
的
な
情
報
共
有
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

○
小
学
校
間
の
合
同
研
修
を
推
進
し
た
こ
と
で

研
究
推
進
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

●
「
Ｓ
ｃ
ｔ
ｎ
質
問
紙
」
に
よ
る
授
業
評
価
の
共

通
実
践
を
進
め
、
授
業
改
善
に
つ
い
て
の
広
報

啓
発
や
指
導
助
言
の
充
実
。 

●
小
小
連
携
の
さ
ら
な
る
充
実
と
日
常
的
な
小

中
連
携
に
向
け
た
連
携
協
働
体
制
の
整
備
。 

(

３)

指
導
・
助
言 

・
授
業
は
教
師
が
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
識

の
の
も
と
、「
学
習
者
主
体
の
学
び
」
を
学
力

低
下
と
つ
な
げ
る
職
員
の
意
識
の
変
化
が
今

後
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
の
教
頭
の
か
か
わ

り
は
大
変
大
き
い
。 

・
指
導
者
が
学
習
者
主
体
の
学
び
を
さ
せ
て
い

る
と
い
う
実
感
よ
り
も
、
学
習
者
自
身
が
、
主

体
的
に
学
習
を
進
め
て
い
る
と
い
う
実
感
が

大
切
。 

 

提
言
テ
ー
マ
２ 

五
島
に
誇
り
を
持
ち
続
け 

ふ
る
さ
と
に
貢
献

で
き
る
生
徒
の
育
成
～
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め

の
教
頭
の
役
割
に
つ
い
て
～ 

 提
言
者 

山
下 

譲
治 

 

長
崎
県
五
島
市
立
富
江
中
学
校 

 

（
１
）
実
践
例 

 

①
ふ
る
さ
と
教
育
に
関
す
る
課
題
の
明
確
化 

 

②
ふ
る
さ
と
教
育
に
お
け
る
教
師
の
困
り
感
へ



の
対
応 

 
 

・
予
算
の
確
保
と
活
動
費
用
の
調
整 

 
 

・
地
域
人
材
と
の
連
絡
調
整
・
教
育
素
材
の
確 

 
 

 
 
 

保 

③
育
成
し
た
い
資
質
能
力
と
地
域
の
思
い
を
擦

り
合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進 

 
 
 

（
２
）
成
果
と
課
題 

○
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
必
要
性
を
認
識
し
、
各

学
校
で
の
活
動
の
充
実
度
や
内
容
の
見
直
し

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

○
教
頭
へ
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。 

●
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
の
必
要
性 

●
知
識
や
体
験
だ
け
で
で
終
わ
ら
せ
な
い
活
動

へ
の
進
化 

 (

３)

指
導
・
助
言 

 

・
地
域
人
材
を
発
見
し
、
活
用
す
る
た
め
に
は
年

月
が
必
要
で
あ
る
。
教
頭
が
引
き
継
ぎ
を
確
実

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る 

 

・
地
域
の
熱
量
と
学
校
の
熱
量
の
差
の
バ
ラ
ン
ス

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
は
教
頭
の
手
腕

に
か
か
っ
て
い
る
。 

 

提
言
テ
ー
マ
３ 

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
願
い
を
の
せ
た
「
社
会
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
編
成
に
つ
い
て
～
三
者
が

一
体
と
な
っ
て
つ
く
る
交
流
活
動
を
教
育
課
程
に

ど
う
位
置
づ
け
た
か
～ 

 

提
言
者 

白
川 

尚
伸 

 

豊
後
高
田
市
立
呉
崎
小
学
校 

 
（
１
）
実
践
例 

 

①
全
児
童
１
６
名
の
学
校
で
の
組
織
つ
く
り 

 
 

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携 

 
 

・
Ｃ
Ｓ
と
の
連
携 

 

②
具
体
的
活
動 

 
 

・
地
域
と
取
り
組
む
「
地
域
清
掃
活
動
」 

 
 

・
地
域
と
つ
く
り
あ
げ
る
「
秋
季
大
運
動
会
」 

 
 

・
感
謝
を
伝
え
る
「
草
地
っ
子
フ
ェ
ス
タ
」 

 

・
地
域
の
先
輩
と
走
ろ
う
「
持
久
走
大
会
」 

 

・
地
域
の
中
の
学
校
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」 

（
２
）
成
果
と
課
題 

 

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
目
標
を
共
有
す
る
こ
と

で
「
ご
く
小
規
模
校
で
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。 

 

○
多
様
な
年
代
・
多
様
な
人
と
の
関
わ
り
方
や
一

緒
に
活
動
す
る
知
恵
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
。 

 

〇
極
小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
行
事
を
企

画
し
、
地
域
の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
。 

 

●
学
校
が
地
域
の
中
心
と
な
り
発
信
し
た
い
が
、

地
域
と
の
情
報
共
有
が
十
分
で
な
か
っ
た
。 

 

●
学
校
と
地
域
の
連
絡
役
を
教
頭
だ
け
が
担
う

こ
と
が
多
い
。 

（
３
）
指
導
助
言 

 

・
こ
れ
ま
で
地
域
が
担
っ
て
き
た
行
事
な
ど
を
学

校
が
中
心
と
な
っ
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
は

間
違
っ
て
は
い
な
い
が
、
学
校
だ
け
で
担
っ
て

い
く
こ
と
は
避
け
る
べ
き
。 

 

・
こ
れ
ま
で
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
直
接
の
関
係
で
あ

っ
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
を
中
心
と

し
、
地
域
の
中
の
学
校
、
地
域
の
中
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。 



  



第
１
Ｂ
分
科
会 

「
教
育
課
程
に
関
す
る
課
題
」 

 

指
導
助
言
者 

安
東 

憲
雄 

大
分
教
育
事
務
所
次
長
兼
指
導
課
長 

 

江
隈 

英
明 

大
分
県
大
分
市
立
舞
鶴
小
学
校 

校
長 

 

提
言
者 

鹿
子
木 

英
樹 

熊
本
県
山
鹿
市
立
鹿
北
小
学
校 

 

黒
木 

秀
一 

宮
崎
県
都
城
市
立
姫
城
中
学
校 

 

古
澤 

拓
也 

大
分
県
大
分
市
立
大
道
小
学
校 

 

研
究
主
題 

１ 

ふ
る
さ
と
鹿
北
を
誇
り
、
夢

の
実
現
を
目
指
す
児
童
の
育
成 

～
地
域
連
携
と
小
中
一
貫
型
教

育
を
推
進
す
る
た
め
の
教
頭
の

役
割
～ 

２ 

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
を
目
指
す
教
育
課
程
の
実
施

に
係
る
教
頭
の
か
か
わ
り
方
に

つ
い
て
の
研
究
～
学
校
運
営
協

議
会
の
活
性
化
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
推
進
を
と
お
し

て
～ 

３ 

よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
し

た
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
造
す

る
児
童
の
育
成
～
地
域
社
会
と

の
協
働
活
動
を
生
か
し
た
教
育

課
程
～ 

 
「
１
」
に
つ
い
て 

 

① 
取
組
事
例 

 

ア 

地
域
と
連
携
し
た
取
組
と

学
校
の
役
割 

イ 

小
中
一
貫
型
教
育
の
取
組

と
教
頭
の
役
割 

 

② 

成
果
〇
と
課
題
● 

 

〇 

実
態
調
査
か
ら
、
鹿
北

の
よ
さ
を
実
感
し
、
ふ
る

さ
と
鹿
北
を
誇
れ
る
児
童

や
、
夢
の
実
現
を
目
指
す

児
童
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。 

 

〇 

日
頃
か
ら
地
域
・
中
学

校
と
の
結
び
つ
き
を
密
に

す
る
こ
と
が
、
教
育
効
果

と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。 

 

● 

担
任
が
毎
年
変
わ
る
た

め
、
引
継
ぎ
を
綿
密
に
行

う
必
要
が
あ
り
、
教
頭
と

し
て
更
な
る
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
あ
る
。 

 

● 

保
小
中
連
携
を
行
う
に

当
た
り
、
取
組
を
継
続
す

る
た
め
に
実
施
計
画
が
必

要
で
あ
る
が
、
働
き
方
改

革
の
視
点
か
ら
も
簡
単
な

打
合
せ
で
実
践
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

「
２
」
に
つ
い
て 

① 

取
組
事
例 

ア 

学
校
運
営
協
議
会
の
活
性 

 
 

 

化 

イ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
推
進 

 
 ② 

成
果
〇
と
課
題
● 

〇 

教
頭
が
、
学
校
運
営
協

議
会
委
員
や
地
域
各
種
団

体
と
の
情
報
交
換
を
密
に

行
う
こ
と
で
、
地
域
活
性

化
の
目
標
や
手
段
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

〇 

共
有
の
時
間
割
作
成
や

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
推
進

し
た
こ
と
に
よ
り
、
業
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。 

● 

学
校
運
営
協
議
会
の
動

き
と
学
校
の
働
き
方
改
革

の
兼
ね
合
い
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。 

● 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
苦
手
な

職
員
へ
の
技
術
的
な
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

 

「
３
」
に
つ
い
て 

 

① 

取
組
事
例 

 

ア 

学
校
運
営
協
議
会
の
充

実
・
地
域
組
織
と
の
連
携 

 

イ 

地
域
人
材
を
生
か
し
た
Ｇ

Ｔ
活
用
授
業 

 

ウ 

地
域
（
大
道
、
大
分
市
、
大

分
県
）
の
教
育
力
を
生
か
し

た
活
動 

  

② 

成
果
〇
と
課
題
● 

 
 

〇 

Ｇ
Ｔ
に
よ
る
指
導
で
、

児
童
が
で
き
た
喜
び
を
実

感
し
な
が
ら
、
確
実
な
技

術
の
習
得
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。 

 
 

〇 

地
域
の
方
々
に
学
習
に

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

児
童
の
社
会
性
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
、
人
間
性
の

成
熟
に
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 
 

● 

各
活
動
を
体
系
的
、
組

織
的
に
位
置
付
け
る
こ
と

で
、
連
続
性
を
も
っ
た
教

育
課
程
と
し
て
編
成
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

指
導
助
言 

・ 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
を

行
い
、
児
童
が
「
伝
え
る
」
担
い

手
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
さ
せ

る
手
立
て
が
必
要
で
あ
る
。 

・ 

体
験
か
ら
探
求
へ
の
学
び
の

質
の
向
上
や
学
び
の
可
視
化
に

よ
る
成
長
の
共
有
を
行
う
必
要

が
あ
る
。 

・ 

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
戦

略
的
融
合
を
図
る
視
点
を
も
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

・ 

地
域
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
伝
統
を
作

る
と
い
う
視
点
が
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。 

・ 

学
校
に
協
力
を
求
め
る
に
当

た
り
、
地
域
へ
の
見
返
り
を
具

体
的
に
設
定
し
て
い
く
こ
と
で
、

学
校
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

関
係
強
化
に
つ
な
が
る
（
例 

児
童
か
ら
の
お
礼
、
給
食
試
食

会
の
設
定
、
児
童
の
力
を
地
域

に
生
か
す
具
体
的
な
活
動
等
）。 

 



第
１
Ｂ
分
科
会 

「
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
課
題
」 

 

指
導
助
言
者 

御
鱗 

角
治 

佐

伯

教
育
事

務

所

次

長

兼

指

導

課

長 

 

安
達 

一
郎 

大
分
県
佐
伯
市
立
舞
鶴
小
学
校 

校
長 

 

提
言
者 

森 

裕
子 

佐
賀
県
武
雄
市
立
武
雄
小
学
校 

 

堀 

憲
文 

福
岡
県
直
方
市
立
直
方
第
一
中
学
校 

 

戸
坂 

貴
行 

大
分
県
佐
伯
市
立
蒲
江
翔
南
中
学
校 

 

研
究
主
題 

１ 

自
発
的
・
主
体
的
に
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
児
童

生
徒
の
育
成
～
支
援
体
制
を
充

実
す
る
た
め
の
副
校
長
・
教
頭

の
役
割
～ 

２ 

未
来
を
拓
き
、
心
豊
か
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育

成
～
直
方
市
小
中
一
貫
教
育
の

推
進
に
向
け
た
教
頭
の
働
き
か

け
を
通
し
て
～ 

３ 

児
童
生
徒
の
発
達
を
支
え
る

教
育
環
境
構
築
の
た
め
に
教
頭

と
し
て
ど
う
関
わ
る
か
～
小
中

一
貫
の
露
地
区
身
を
通
し
て
～ 

 

「
１
」
に
つ
い
て 

 

① 

取
組
事
例 

 

ア 

主
に
学
習
支
援
に
関
わ
る

副
校
長
・
教
頭
と
し
て
の
関

わ
り 

イ 

主
に
生
徒
指
導
・
教
育
相

談
に
関
す
る
副
校
長
・
教
頭

と
し
て
の
関
わ
り 

 

② 

成
果
〇
と
課
題
● 

 

〇 

児
童
が
自
ら
の
学
習
に

対
し
て
自
己
調
整
を
加
え

な
が
ら
、
自
発
的
に
主
体

的
に
学
び
に
向
か
う
姿
が

見
ら
れ
た
。 

 

〇 

ケ
ー
ス
会
議
を
適
宜
行

い
、
外
部
機
関
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
児
童
が
よ
り

自
発
的
・
主
体
的
に
学
校

生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

 

● 

小
学
校
卒
業
時
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ル
を
ど
の
学
校
も

揃
え
た
り
、
計
画
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
な
研
修
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。 

 

● 

関
わ
っ
た
教
職
員
が
異

動
し
て
も
継
続
的
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
、
組
織
的

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。 

 

「
２
」
に
つ
い
て 

① 

取
組
事
例 

ア 

中
学
校
区
内
で
の
共
通
し 

 

た
研
修
体
制 

イ 

中
学
校
区
内
で
の
連
絡
・

調
整
・
情
報
提
供 

 
 ② 

成
果
〇
と
課
題
● 

〇 

教
頭
が
各
中
学
校
区
に

お
け
る
小
中
一
貫
教
育
の

特
色
を
生
か
し
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と
し
て
外

部
と
の
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

〇 

中
学
校
区
内
で
体
験
入

学
や
出
前
授
業
等
を
企
画

す
る
こ
と
で
、
中
学
校
入

学
に
対
す
る
安
心
感
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

● 

す
べ
て
の
教
科
・
領
域

で
、
九
年
間
を
見
通
し
た

小
中
一
貫
に
関
す
る
分
掌

組
織
が
統
一
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

● 

小
中
一
貫
教
育
に
関
し

て
、
先
を
見
据
え
て
具
体

化
さ
れ
た
課
題
を
見
出
し
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

「
３
」
に
つ
い
て 

 

① 

取
組
事
例 

 

ア 

小
中
学
校
間
の
連
携 

 

イ 

地
域
と
の
連
携 

  

② 

成
果
〇
と
課
題
● 

 
 

〇 

分
掌
ご
と
に
発
達
段
階

を
意
識
し
た
提
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
小
中
学

校
の
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
児
童
生
徒

の
自
己
有
用
感
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

〇 

教
頭
が
各
区
長
と
の
調

整
を
行
い
実
施
し
た
活
動

で
は
、
児
童
生
徒
が
自
身

と
誇
り
を
持
て
る
場
と
な

っ
て
い
る
。 

 
 

● 

学
校
と
地
域
の
連
携
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、

適
切
な
業
務
分
担
や
協
働

的
な
業
務
似
つ
い
て
、
今

後
も
工
夫
・
改
善
が
必
要

で
あ
る
。 

 

指
導
助
言 

・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
「
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
、
ど
う
使
う
か
」
を
意

識
し
て
い
る
か
い
な
い
か
で
違

う
。
管
理
職
や
担
当
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
が
大
切
で
あ
る
。 

・ 

継
続
的
な
支
援
体
制
の
強
化

の
た
め
に
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を

複
数
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。 

・ 

小
中
一
貫
の
取
組
を
行
う
上

で
、
地
域
で
育
て
て
い
き
た
い

子
ど
も
像
を
共
通
理
解
し
て
、

同
じ
目
標
で
進
む
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。 

・ 

地
域
・
保
護
者
と
学
校
の
教

育
目
標
を
共
有
し
、
と
も
に
活

動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、

学
校
運
営
協
議
会
の
活
用
も
大

切
で
あ
る
。 

・ 

学
校
と
地
域
が
一
つ
に
な
っ

て
取
り
組
む
た
め
に
も
、
教
職

員
が
ど
の
よ
う
に
地
域
に
関
わ

っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。 



第
３
分
科
会 

「
教
育
環
境
整
備
に
関
す
る
課
題
」 

 

指
導
助
言
者 

重
石 

泰
崇 

大
分
県
教
育
長
竹
田
教
育
事
務
所

次
長
兼
指
導
課
長 

 

安
東 

紀
代
美 

大
分
県
竹
田
市
立
竹
田
小
学
校 

校
長 

 

提
言
者 

亀
川 

智
洋 

沖
縄
県
国
頭
村
立
奥
間
小
学
校 

 

鮎
川 

康
弘 

鹿
児
島
県
霧
島
市
立
牧
之
原
中
学

校 

 

廣
瀬 

雅
彦 

大
分
県
竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校 

 

研
究
主
題 

１ 

突
発
的
災
害
に
対
す
る
危
機

管
理
体
制
の
整
備
と
教
頭
の
役

割
～
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行

政
と
連
携
し
た
環
境
整
備
の
推

進
を
目
指
し
て
～ 

 

２ 

学
校
運
営
・
教
育
活
動
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
と
教

頭
の
役
割
～
校
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
効
果
的
な
活
用
の
在
り
方
と

業
務
改
善
～ 

 

３ 

主
体
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
学
校
づ
く
り
と
教
育
環
境
整

備
に
お
け
る
教
頭
の
役
割 

 
「
１
」
に
つ
い
て 

① 
取
組
事
例 

ア 

避
難
警
報
発
表
時
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト 

イ 

校
内
の
環
境
整
備
の
見
直 

 

し 

ウ 

行
政
と
の
情
報
共
有 

 

② 

成
果
○
と
課
題
● 

○ 

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
の
実
施
、
教
育
課
程
へ
の

安
全
活
動
の
位
置
付
け
や
、

防
災
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
整

備
の
必
要
性
の
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

○ 

学
校
と
行
政
機
関
が
連
携

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

● 

危
機
管
理
に
対
す
る
教
職

員
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

と
と
も
に
、
教
頭
と
し
て
情

報
収
集
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

● 

環
境
整
備
の
充
実
に
向
け

た
ニ
ー
ズ
を
行
政
機
関
に
伝

え
続
け
て
い
く
。 

 

「
２
」
に
つ
い
て 

① 

取
組
事
例 

ア 

学
習
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の

教
頭
の
関
わ
り 

イ 

生
徒
指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の

教
頭
の
関
わ
り 

ウ 

生
徒
会
活
動
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を
推
進
す
る
た
め

の
教
頭
の
関
わ
り 

エ 

業
務
改
善
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の

教
頭
の
関
わ
り 

 
② 
成
果
○
と
課
題
● 

○ 
各
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取

組
に
つ
い
て
情
報
整
理
や
活

用
推
進
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。 

○ 

教
育
委
員
会
の
協
力
の
も

と
、
教
頭
間
で
効
果
的
な
活

用
、
充
実
し
た
情
報
共
有
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

● 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
ス
キ
ル
に

個
人
差
が
あ
る
。 

● 

今
後
も
活
用
状
況
を
整
理

し
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
活

用
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
教
頭

と
し
て
関
わ
る
必
要
が
あ
る
。 

 

「
３
」
に
つ
い
て 

① 

取
組
事
例 

ア 

子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
の

実
態
把
握
・
分
析 

イ 

指
導
・
支
援
の
振
り
返
り

と
目
標
の
共
有 

ウ 

デ
ー
タ
に
基
づ
く
実
態
把

握
と
改
善 

エ 

次
年
度
計
画
の
協
働
的
策 

 

定 

 

② 

成
果
○
と
課
題
● 

○ 

役
割
分
担
の
明
確
化
に
よ

り
、
チ
ー
ム
会
議
が
活
性
化

し
、
教
職
員
間
の
意
識
の
共

有
と
一
人
ひ
と
り
の
参
画
意

識
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。 

○ 

児
童
に
よ
る
自
主
的
提
案

が
増
え
、
前
年
踏
襲
と
な
ら

な
い
行
事
提
案
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

● 

教
職
員
が
チ
ー
ム
と
し
て
、

同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
指

導
・
支
援
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
今
後

も
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

● 

教
頭
と
し
て
、
授
業
改
善

の
た
め
の
時
間
の
創
出
、
教

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
、
業
務
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

の
調
整
、
地
域
や
行
政
と
の

連
携
等
、
そ
の
役
割
を
今
後

も
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

指
導
助
言 

・ 

働
き
方
改
革
の
推
進
と
、
教

頭
の
業
務
負
担
軽
減
が
喫
緊
の

課
題
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
外
部

専
門
家
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、

教
頭
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
図

れ
る
環
境
が
大
事
で
あ
る
。 

・ 

各
提
言
に
「
連
携
」
と
あ
る

よ
う
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

の
「
協
働
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
、
教
頭
と
し
て
求
め

ら
れ
る
。 

・ 

教
職
員
間
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
格
差

（
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
）
を
無

く
す
こ
と
が
今
後
重
要
と
な
る
。

教
育
の
高
度
化
が
進
ん
で
い
く

中
で
各
学
校
で
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。 

 



第
４
分
科
会 

組
織
・
運
営
に
関
す
る
課
題 

 

指
導
助
言
者 

松
木 

利
幸 

 

別
府
教
育
事
務
所
次
長
兼
指
導
課
長 

河
野 

理 

 

日
出
町
立
大
神
中
学
校 
校
長 

 

提
言
者 

渡
辺 

明
信 

 

長
崎
県
新
上
五
島
町
立 

 

上
郷
小
学
校 

下
田 

晶
子 

 

熊
本
県
八
代
市
立 

 

東
陽
中
学
校 

阿
部 

尚
史 

 

大
分
県
日
出
町
立 

 

日
出
中
学
校 

 

研
究
主
題 

１ 

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
～
学
校
の
組
織
力
向
上

を
図
る
た
め
の
教
頭
の
役
割
～ 

２ 

八
代
型
小
中
一
貫
・
連
携
教

育
活
動
を
組
織
的
に
推
進
す
る

教
頭
の
役
割
り
～
地
域
と
連

携
・
協
働
し
た
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
て
～ 

３ 

組
織
と
し
て
繋
が
る
教
職
員

集
団
と
教
頭
の
役
割
～
「
働
き

方
改
革
」
の
推
進
に
向
け
た
組

織
づ
く
り
と
人
材
育
成
～ 

 

「
１
」
に
つ
い
て 

① 

人
材
育
成
を
目
指
し
た
チ
ー

ム
学
校
の
組
織
づ
く
り 

 

・
組
織
力
の
向
上 

 

・
校
務
分
掌
組
織
づ
く
り
の
実
際 

② 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上

を
目
指
し
た
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
づ
く
り 

 

・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上 

③ 

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
を
目
指
し
た
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り 

 

・
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
実
現 

④ 

成
果
と
課
題 

 

〇
各
自
の
役
割
の
明
確 

 

〇
働
き
や
す
い
職
場
へ
の
移
行 

 

〇
放
課
後
の
時
間
確
保 

 

●
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
の
声
か
け 

 

●
一
人
一
人
に
目
を
向
け
る
必
要 

 

●
授
業
準
備
の
逼
迫 

⑤ 

指
導
・
助
言 

 

・
地
域
全
体
で
組
織
化
し
て
い
る
。 

 

・
制
度
と
し
て
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
。 

 

・
主
役
で
あ
る
子
供
の
声
や
変

容
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
。 

「
２
」 

に
つ
い
て 

① 

「
育
ち
」
と
「
学
び
」
を
つ
な

ぐ
教
育
の
推
進 

 

・
小
中
合
同
研
修
に
お
け
る
組

織
・
運
営 

 

・
小
・
中
学
校
を
つ
な
ぐ
乗
り

入
れ
授
業
・
地
域
学
校
協
働

活
動
を
活
用
し
た
伝
統
文
化

学
習 

 

・
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
（
学
校
運
営
協
議
会
） 

② 

地
域
の
人
材
・
自
然
・
文
化
・

歴
史
の
特
色
を
生
か
し
た
特

色
の
あ
る
教
育
の
推
進 

 

・
運
営
窓
口 

 

・
ガ
イ
ド
メ
ン
バ
ー
の
選
出
・

派
遣 

③ 

成
果
と
課
題 

〇
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視 

〇
「
連
絡
調
整
役
」
と
し
て
貢
献 

 

●
先
を
見
通
し
た
持
続
可
能
な

取
組
の
創
造
の
必
要
性 

④ 

指
導
・
助
言 

 

・
管
理
職
に
は
、「
柔
軟
性
」
と

「
適
応
力
」が
求
め
ら
れ
る
。 

 

・「
働
き
方
改
革
」
は
「
時
間
」

「
費
用
」「
労
力
」
に
対
す
る

「
効
果
（
子
供
・
教
職
員
・

保
護
者
）
を
考
慮
す
る
。 

 

「
３
」 

に
つ
い
て 

①
「
２
学
期
制
の
導
入 

 

・
夏
季
休
業
前
７
月
と
冬
季
休

業
前
１
２
月
に
ゆ
と
り
実
現 

 

・
指
導
方
針
や
生
徒
指
導
の
共

通
理
解
、
学
年
全
体
の
対
応

強
化 

② 

週
１
時
間
授
業
の
削
減 

 

・「
金
６
タ
イ
ム
」
と
し
て
活 

④ 

保
護
者
ア
プ
リ
の
導
入 

 

・
教
職
員
の
超
勤
時
間
の
削
減 

⑤ 

各
学
校
の
取
組 

 

・
校
時
表
の
変
更 

 

・
校
内
研
修
の
工
夫 

 

・
運
営
委
員
会
の
活
性
化 

 

・
分
掌
部
会
の
定
期
開
催 

⑥ 

成
果
と
課
題 

 

〇
日
常
か
ら
の
声
か
け
や
職
員

室
で
の
積
極
的
な
対
話 

 

〇
オ
ー
プ
ン
な
環
境
と
人
間
関

係
の
構
築 

 

●
校
内
体
制
の
整
備
や
業
務
改

善
が
中
心 

 

●
学
校
運
営
協
議
会
等
と
連
携

し
た
地
域
と
つ
な
が
る
組
織

づ
く
り
が
必
要 

⑥ 

指
導
・
助
言 

 

・
日
常
か
ら
の
声
か
け
や
職
員

室
で
の
積
極
的
な
対
話
、
オ

ー
プ
ン
な
環
境
と
人
間
関
係

の
構
築
が
で
き
て
い
る
。 

 

・
管
理
職
に
は
。「
情
報
力
」
と

「
人
間
力
」が
求
め
ら
れ
る
。 

 

・
自
分
か
ら
動
く
（
情
報
を
待

た
ず
、情
報
を
取
り
に
い
く
） 

 

・
自
分
か
ら
与
え
る
（
知
識
、

役
割
、
機
会
、
愛
情
等
を
与

え
る
） 

 

・
自
分
か
ら
歩
み
寄
る
（
双
方

向
の
関
係
を
日
常
化
す
る
） 

 
 

③ ④ ⑤ 



第
５
分
科
会 

教
職
員
の
専
門
性
に
関
す
る
課

題 

 

指
導
助
言
者 

杉
野
好
治 

日
田
教
育
事
務
所
次
長
兼
指
導

課
長 

 

山
口 

健 

日
田
市
立
髙
瀬
小
学
校
長 

 

提
言
者 

大
谷 

良
子 

福
岡
県
北
九
州
市
立
一
枝
小
学

校 

 

菊
池 

智
裕 

沖
縄
県
那
覇
市
立
那
覇
中
学
校 

 

髙
倉 

武
司 

日
田
市
立
桂
林
小
学
校 

 

研
究
主
題 

１
教
職
員
が
自
ら
専
門
性
を
高

め
、
主
体
的
に
学
校
運
営
に
参

画
し
た
く
な
る
校
内
体
制
作

り 

～
教
職
員
お
よ
び
教
頭
自

身
の
両
輪
の
人
材
育
成
～ 

２
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
に
も
と
づ

い
た
個
別
最
適
な
支
援
を
目

指
し
て 

～
生
徒
指
導
提
要
の
ポ
イ

ン
ト
を
生
か
し
た
取
組
～ 

３
教
師
の
専
門
性
を
高
め
、
学
び

続
け
る
教
員
を
育
て
る
た
め

の
教
頭
の
役
割 

～
校
学
校
ビ
ジ
ョ
ン
構
築

と
特
色
づ
く
り
～ 

 

「
１
」
に
つ
い
て 

①
取
組
事
例 

ア 

主
体
的
な
学
校
運
営
参
画

意
識
を
高
め
る
取
組
に
つ
い

て 
イ 
教
職
員
の
専
門
性
に
資
す

る
取
組 

②
成
果
〇
と
課
題
● 

〇 

職
員
一
人
一
人
の
強
み
や

困
難
さ
を
把
握
し
、
心
理
的
安

全
性
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ

り
、
職
員
全
体
に
主
体
性
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

〇 

研
修
に
お
い
て
主
担
当
を

職
員
へ
分
担
し
た
こ
と
に
よ

り
、
職
員
同
士
の
学
び
の
機
会

が
確
保
さ
れ
、
同
僚
性
が
高
ま

っ
た
。 

● 

教
頭
自
身
が
考
え
る
人
的

環
境
の
位
置
付
け
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
困

難
さ
が
あ
る
。
校
内
体
制
の
維

持
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
。 

 

「
２
」
に
つ
い
て 

①
取
組
事
例 

ア 

い
じ
め
に
特
化
し
た
校
内

研
修
の
実
施 

イ 

生
徒
支
援
委
員
会
等
に
お

け
る
ケ
ー
ス
会
議
の
検
討 

②
成
果
〇
と
課
題
● 

〇 

い
じ
め
に
特
化
し
た
校
内

研
修
を
実
施
し
た
結
果
、
組
織

的
な
対
応
方
法
に
つ
い
て
共

通
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。 

〇 

生
徒
指
導
委
員
会
資
料
を

改
善
し
た
結
果
、
生
徒
対
応
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
質
が
向
上

し
、
支
援
の
具
体
化
が
図
れ
た
。 

 

● 

い
じ
め
に
つ
い
て
の
捉
え

が
職
員
間
で
定
着
し
て
お
ら

ず
、
方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
現

状
が
あ
る
た
め
、
研
修
会
で
の

捉
え
の
共
通
化
を
さ
ら
に
図

る
必
要
が
あ
る
。 

● 

生
徒
の
支
援
計
画
に
つ
い

て
、
短
期
、
長
期
の
ス
パ
ン
が

不
明
な
部
分
が
あ
る
た
め
、
改

善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。 

 

「
３
」
に
つ
い
て 

①
取
組
事
例 

ア 

学
校
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
に

つ
い
て 

イ 

特
色
づ
く
り
に
つ
い
て 

②
成
果
〇
と
課
題
● 

〇 

学
校
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す

る
過
程
に
お
い
て
、
自
然
と
重

点
目
標
が
共
有
で
き
た
。
こ
の

こ
と
が
、
同
僚
性
の
向
上
に
つ

な
が
っ
た
。 

〇 

Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
通
し
て
、

学
校
内
外
の
分
析
を
基
に
、
学

校
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
た
こ

と
は
効
果
が
あ
っ
た
。 

● 

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
、
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成

を
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
教
頭
の
か
か
わ
り

を
よ
り
具
体
化
す
る
必
要
が

あ
る
。 

● 

学
校
運
営
協
議
会
と
連
携

し
た
目
標
設
定
を
工
夫
す
る

必
要
が
あ
る
。 

 

指
導
助
言 

「
１
」
に
つ
い
て 

教
頭
自
身
が
教
員
一
人
一
人

の
勤
務
状
況
や
考
え
方
を
理
解

し
、
心
理
的
安
全
性
に
努
め
た
こ

と
は
、
様
々
な
改
善
策
を
具
体
化

す
る
上
で
、
大
変
有
効
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
中
で
、
各
校
の
教
頭

ら
が
連
携
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

工
夫
し
た
こ
と
や
教
員
自
身
の

自
主
性
を
高
め
る
た
め
に
中
堅

教
員
の
育
成
を
軸
に
し
た
取
組

を
行
っ
た
こ
と
は
大
変
価
値
が

あ
る
。 

「
２
」
に
つ
い
て 

 
生
徒
指
導
提
要
に
基
づ
き
、
い

じ
め
問
題
へ
の
対
応
を
適
切
な

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
基
に
、
実
施
し

た
こ
と
は
、
教
員
の
指
導
力
向
上

に
繋
が
る
取
組
で
あ
り
、
成
果
と

言
え
る
。
ま
た
、
複
数
校
で
連
携

し
た
同
じ
取
組
を
実
施
し
た
横

の
繋
が
り
は
，
地
域
の
生
徒
指
導

力
向
上
に
も
繋
が
る
た
め
、
こ
の

点
に
お
い
て
も
成
果
と
言
え
る
。

今
後
、
各
事
例
の
取
組
を
記
録
し
、

様
々
な
事
例
に
対
し
て
対
応
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。 

「
３
」
に
つ
い
て 

 

学
校
教
育
目
標
に
基
づ
い
た

学
校
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ

ロ
セ
ス
を
示
し
、
そ
れ
ら
を
基
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
教
員
一
人

一
人
の
共
有
化
が
図
ら
れ
た
こ

と
で
所
属
感
が
生
み
出
さ
れ
、
組

織
づ
く
り
が
柔
軟
に
進
ん
で
い

る
。
ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ

Ｔ
分
析
を
取
り
入
れ
、
学
校
の
状

況
を
分
析
し
、
策
を
検
討
し
た
こ

と
は
、
具
体
性
が
あ
り
、
成
果
へ

と
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
教
員
同
士

の
か
か
わ
り
に
お
い
て
も
様
々

な
取
組
を
し
て
お
り
、
成
果
へ
と

繋
が
っ
て
い
る
。 



全
体
会 

記
念
講
演 

 

演
題 

「 

学
校
内
外
の
人
的
資
源

の
生
か
し
方
と
サ
ー
バ
ン
ト

の
思
想 

～
行
為
と
し
て
の

愛
と
欲
求
・
必
要
の
見
極
め

～ 

」 
 

講
師 

  

大
分
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科 

教
授 

  

清
國 

祐
二 

氏 
 

【
講
師
紹
介
】 

 

１
９
６
５
年
生
ま
れ
。
大
分
県
国

東
市
出
身
。
半
農
半
漁
の
家
で
育
ち
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
競
争
も
な
く

伸
び
伸
び
と
過
ご
す
。 

 

広
島
大
学
大
学
院
を
修
了
後
、
大

分
県
立
別
府
青
山
高
等
学
校
の
教

諭
（
英
語
）
と
な
る
も
、
２
年
後
に

は
大
学
院
に
戻
り
、
ほ
ど
な
く
島
根

大
学
教
育
学
部
に
採
用
さ
れ
、
教
鞭

を
執
る
。
専
門
は
社
会
教
育
学
。 

 

１
９
９
９
年
よ
り
１
年
間
英
国

ラ
ン
カ
ス
タ
ー
大
学
に
て
客
員
研

究
員
。
家
族
で
渡
英
し
た
た
め
、
学

校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
英
国

の
教
育
を
垣
間
見
る
。
そ
れ
か
ら
も

継
続
的
に
英
国
の
学
校
に
か
か
わ

っ
て
い
る
。 

 

２
０
０
２
年
に
香
川
大
学
、
２
０

２
０
年
に
独
立
行
政
法
人
教
職
員

支
援
機
構
（
通
称
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）、
２
０

２
２
年
に
大
分
大
学
と
転
職
し
て

現
在
に
至
る
。 

 

【
講
演
内
容
】 

○
新
時
代
到
来
の
観
点
か
ら 

  

ソ
サ
エ
テ
ィ
５
．
０
と
い
う
言
葉 

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら 

１
０
年
く
ら
い
た
っ
て
い
る
。
社
会 

変
化
の
ス
パ
ン
は
一
桁
ず
つ
短
縮 

さ
れ
て
い
て
、
現
代
に
お
い
て
は
社 

会
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
格
段
に
早 

く
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
一
生
の
う
ち
に
変
化
を
何 

度
も
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
社
会
が
見
通
せ
な
い
現
状
も

あ
る
。
技
術
革
新
で
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
が
、
失
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

を
発
信
す
る
力
を
育
て
る
必
要
を

強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
学
校
は
そ

の
砦
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
も
あ
る
。 

 

あ
わ
せ
て
、
情
報
活
用
能
力
の
抜

本
的
向
上
や
教
育
課
程
の
充
実
と

教
員
へ
の
負
担
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
、
現
在
、
次
期
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
に
向
け
た
審
議
が
行
わ
れ

て
い
る
。 

○
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
は
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
の
か 

 

こ
の
言
葉
の
意
味
は
、「
児
童
生

徒
を
支
援
し
、
成
長
を
促
す
こ
と
を

最
優
先
に
す
る
奉
仕
者
（
教
師
）」
で

あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
と
し
て
、

人
々
の
正
当
な
ニ
ー
ズ
を
見
極
め

て
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
何
が
メ

ン
バ
ー
の
ニ
ー
ズ
な
の
か
を
常
に

自
問
し
て
い
く
姿
勢
が
大
切
に
な

っ
て
く
る
。 

サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
発
揮
に
は
、
メ
タ
認
知
（
自
分
で

自
分
の
心
の
働
き
を
監
視
し
、
制
御

す
る
こ
と
）
と
自
己
教
育
力
（
自
分

自
身
で
学
び
、
成
長
、
発
展
し
て
ゆ

け
る
力
）
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
省
察
）
が
必
要
不

可
欠
と
な
っ
て
く
る
が
、
自
分
の
力

だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
周
囲

の
力
を
借
り
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
。 

 ○
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
し
て

よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
～
確
か

な
学
力
と
資
質
能
力
の
育
成
～ 

 

現
代
的
な
諸
課
題
の
解
決
に
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
人
生
や
社
会

に
生
か
そ
う
と
す
る
力
や
未
知
の

状
況
に
も
対
応
で
き
る
力
な
ど
の

「
資
質
・
能
力
」
を
育
成
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。 

ま
た
、
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通

じ
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
と
い

う
目
標
を
学
校
と
社
会
が
共
有
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
お
い
て
、
必
要

な
教
育
内
容
を
ど
の
よ
う
に
学
び
、

ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
す
る
の
か
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
社
会
と
の
連
携
・
協

働
に
よ
り
、
そ
の
実
現
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。 

 

○
探
究
的
な
学
習
と
サ
ー
バ
ン

ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 

 

学
力
の
そ
の
先
を
目
指
す
力
と

し
て
、
非
認
知
能
力
が
あ
る
が
、
こ

の
能
力
が
高
ま
る
こ
と
で
、
自
己
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
や
ね
ば
り

強
く
取
り
組
む
力
、
諦
め
ず
に
努
力

し
続
け
る
力
な
ど
の
認
知
能
力
の

獲
得
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

り
、
探
究
す
る
力
と
親
和
性
が
高
く

な
る
。 

多
様
性
が
生
か
せ
る
社
会
と
多

様
性
を
発
揮
し
受
け
入
れ
る
力
が

必
要
で
あ
る
。
子
ど
も
は
多
様
で
あ

り
、
多
様
な
特
性
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
未
来
を
築
く
た
め
に
知
識
・
技

術
を
使
い
こ
な
せ
る
大
人
へ
成
長

す
る
た
め
、
大
人
（
教
師
）
が
サ
ー

バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て

奉
仕
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。 

 

【
感
想
】 

新
た
な
時
代
の
到
来
を
受
け
入

れ
つ
つ
、
サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
い
う
立
場
か
ら
子
ど
も

達
の
成
長
を
手
助
け
す
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
は
大
切
で
あ
る
と
い
う

内
容
に
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
感

じ
た
。 

ま
た
、
情
報
化
社
会
と
な
っ
て
い

る
が
、
発
信
す
る
力
を
育
て
る
必
要

性
を
講
演
を
通
し
て
強
く
感
じ
た
。 


